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1.はじめに 
24 時間年中無休のコンビニエンスストア（以下、コン
ビニ）は、多様な生活スタイルの現代においてなくては
ならないものとなっている。コンビニの利用に関する調
査では、コンビニでよく買うものとして飲料が最も多く、
次いでパンや弁当などの食事となっており 1-3）、コンビニ
が食事の提供者として大きな役割を果たしていることが
窺える。そのコンビニ提供の食事に関わる機会をいただ
き、弁当やおにぎりの共同開発をおこなうプロジェクト
に参加した。 
本学の食物栄養学専攻学生がサークル K サンクスと
2013 年度に行なった弁当やおにぎりの共同開発について、
前報 4）で第 1 回と第 2 回の取り組みを紹介した。本報で
は第 3 回の取り組みについてと開発した弁当の喫食アン
ケートおよび参加学生の商品開発ついてのアンケート結
果について報告する。 
 
2．第 3回共同開発商品 
㻌 2-1．開発の流れ 
3 回目の商品開発において、サークル K サンクスから提
示されたテーマは「女性が購入する商品」（商品カテゴ
リー問わず）であった。また、サンクス加盟店からの要
望で「菓子パン等の常温販売パン」も開発することとな
った。11 月下旬に学生へテーマ等が周知され、学生は弁
当、パン、デザートなどを実際に試食し、商品リサーチ
をしながら献立の提案を行なった。提案された商品は、
弁当 2 種、おにぎり 3 種、常温販売のパン 19 種、冷蔵販
売のパン 2 種、冷蔵菓子などその他 6 種であった。 
サークル K サンクスへ提供する献立の選別・修正作業
をグループごとに行い、12 月上旬に試作を行なった（写
真 1）。試作した献立は、弁当 2 種、おにぎり 2 種であっ
た。試作後、献立に修正を加えてサークル K サンクス側
に提出した。パンについては試作を行なわず、材料、こ 
 
だわりポイントおよび完成イメージイラストを記入した
ものを提出した。 
 
 
写真 1．試作の様子 
 
12 月中旬にサークル K サンクス側の試作品の試食会を
行なった。試作品は弁当 2 種、おにぎり 1 種、常温販売
のパン 7 種、冷蔵販売のパン 3 種であった。その中から
多数決により弁当 1 種、おにぎり 1 種、パン 4 種に絞り、
翌 1 月上旬に 2 回目の試食会が行なわれた（写真 2,3）。 
 
  
        写真 2．試食の様子 
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  
       写真 3．多数決の様子 
 
弁当については製造上の様々な制約や食味の点から、メ
インが第 1 回の商品開発で不採用となった弁当のメイン
を用いるなど、提案献立から大きく変更された弁当とな
ったが、おにぎりは原案に近いものが商品となることと
なり、最終的に弁当 1 種、おにぎり 1 種、菓子パン 2 種
が商品化され、2 月上旬から中旬までの 2 週間県内のサー
クル K およびサンクスにて販売された。 
 
2-2．販売実績 
2 月 4 日～2 月 17 日（パン 2 商品のみ 2 月 24 日まで）
に販売された第3回の共同開発商品の販売実績結果を表1、
図 1 に示す。 
  
表 1．第 3 回共同開発商品販売実績 
商品名 売価 販売総数 販売金額 
豆腐ハンバーグ・ 
豚ロース生姜焼弁当 
¥498 1,650 個 78 万円 
直巻おにぎり（野沢菜・
しらすチャーハン） 
¥128 4,200 個 51 万円 
いちご蒸しパン 
（チョコクリーム入り） 
¥118 1,900 個 21 万円 
アップルカスタードパイ ¥128 2,300 個 29 万円 
数値は概算   （データ：サークル K サンクス提供） 
  
販売金額では単価の高い豆腐ハンバーグ・豚ロース生姜
焼弁当が最も高く、販売総数では直巻おにぎり（野沢菜・
しらすチャーハン）が最も多かった。 
 豆腐ハンバーグ・豚ロース生姜焼弁当の購入客層は男
性 84%、女性 16%で、他のコンビニ弁当の購入客層の男
性 83%、女性 17％とほぼ同じ客層となった。年齢構成は
他の弁当と比較して男性は 30～40 歳代が多く、女性は逆
に 30～40 歳代が少ない結果となった。これは主菜が肉 2
種類であったため、働き盛りの男性に好まれたと考えら
れた。 
 
 
図 1．販売推移（第 3 回） 
 
おにぎりの購入客層は他のおにぎり商品と同じ男性
75%、女性 25％で、年代別に見ると男女ともに他のおに
ぎり商品に比べて 20 歳代が多く 50 歳代以上が少なかっ
た。これは油の多いイメージのあるチャーハンを年配層
が避け、若年層に好まれたためと考えられた。 
他の菓子パンの購入客層は男性 68％、女性 32％である
のに対して、アップルカスタードパイは男性 73%、女性
27％で、男性の割合が多く、いちご蒸しパンの客層は男
性 67%、女性 33%で他の菓子パンと同程度であった。 
 販売推移をみると、おにぎりは比較的なだらかな減少
であったが、それ以外は通常の商品と同様の推移となっ
た。 
 
3．喫食者アンケート 
3-1．目的 
学生たちの開発したコンビニ弁当への満足度と喫食者
のニーズを把握し、次回の商品開発への参考とするため、
喫食者へのアンケート調査を行なった。 
 
3-2．方法 
3-2-1．調査方法と対象者 
第 1 回の開発弁当販売 4）の際、本学の教職員と食物栄
養学専攻の学生に弁当とおにぎりの注文用紙を配布し、
希望者に大学として取りまとめて最寄りのサンクス店舗
に発注した。注文の商品を各人に配布する際、弁当の数
量分のアンケート用紙を注文した人に配布した。回収は
学内数箇所に回収ボックスを設置し、1 週間以内の提出を
依頼した。54 名に配布し 45 名から回答を得た（回収率
83.3％）。 
 
 
※初日実績を１とした場合の推移㻌
豆腐ハンバーグ・豚ロース生姜焼き弁当
直巻おにぎり（野沢菜・しらすチャーハン）
いちご蒸しパン（チョコクリーム入り）
アップルカスタードパイ㻌
（データ：サークル.サンクス提供）
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3-2-2．調査内容 
調査項目は①弁当の色どり、②全体の量、③おかずの
種類、④味付けの濃さ、⑤味付けの濃いと感じた料理、
⑥販売価格について、⑦普段の昼食代である。 
 
3-3．結果 
チキン弁当の喫食者アンケートの回答者の性別と年齢
構成を表 2 に示した。女性が 73.3%と大半であり、年代は
30～40 歳代が多く 48.9％であった。 
 
表 2．回答者概況（チキン弁当喫食者アンケート） 
男性(人） 女性（人） 無回答（人） 計（人）
10歳代 㻝 㻡 㻜 㻢
20歳代 㻜 㻡 㻜 㻡
30歳代 㻝 㻝㻜 㻜 㻝㻝
40歳代 㻠 㻣 㻞 㻝㻟
50歳代 㻞 㻟 㻜 㻡
60歳代 㻝 㻝 㻜 㻞
70歳代 㻝 㻜 㻜 㻝
無回答 㻜 㻞 㻜 㻞
総計 㻝㻜 㻟㻟 㻞 㻠㻡  
 
次に弁当の印象や味付けについて図 2、表 3 に示した。 
色どりについては「よい」が 57.8％で、「どちらともい
えない」が 31.1%おり、通常のコンビニ弁当と同程度と感
じている人が 3 割ほどであった。全体の量については男
女とも 60％以上、全体で 64.4%が「ちょうどよい」と回 
答したが、「多い」が 20.0％、「少ない」が 15.6％おり、
性別や年齢に偏りがないため適量は個人差が大きく、1 種
類の弁当ではニーズに応えることが難しいと感じた。お
かずの種類については「ちょうどよい」が 84.4％、「少
ない」が 13.3％、無回答が 2.2％であった。ごはんに主菜
1 種類と副菜 4 種類が付いており、満足度が高かったと考
えられた。全体的な味付けについても「ちょうどよい」
が 84.4%であり、試作の際に学生から企業側に味付けを薄
くするように何度も要望を出した成果も一つの要因と推
察された。 
 
 
図 2．弁当の印象・感想 
 表 3．味付けが「濃い」「塩辛い」と感じた料理 
人数 ％
鶏肉 㻝 㻞㻚㻞㻑
じゃじゃ麺風味噌 㻝㻣 㻟㻣㻚㻤㻑
煮物：がんもどき 㻢 㻝㻟㻚㻟㻑
煮物：にんじん 㻜 㻜㻚㻜㻑
煮物：さといも 㻜 㻜㻚㻜㻑
煮物：たけのこ 㻜 㻜㻚㻜㻑
菜の花のおひたし 㻟 㻢㻚㻣㻑
豆もやしと人参のナムル 㻠 㻤㻚㻥㻑
ごぼうと人参のきんぴら 㻡 㻝㻝㻚㻝㻑  
 
味付けが「濃い」と感じた料理について鶏肉の味付けで
あるじゃじゃ麺風味噌を 37.8%の人が挙げた。コメントか
ら味噌の味自身というより量的なバランスが原因と考え
られ、商品開発には添える味噌の量的バランスについて
も考慮する必要があると学んだ。 
弁当の価格については「普通」が 46.7%、「安い」が
6.7％、「高い」が 46.7%であった。年代の若い人に「高
い」と回答した者が多くいた。また、「高い」と回答し
た者に適正と思う価格を尋ねたところ、398～400 円との
回答が 66.7％と多く、400 円を超える金額を回答したもの
は 3 人のみであった。普段の昼食が 400 円未満の人が
62.2%おり、498 円の弁当は高いと感じると考えられた。 
 
図 3．弁当の価格について 
 
 
 
図 4．普段の昼食の価格について 
適正と思う価格 
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4．商品開発アンケート 
4-1．目的 
コンビニ弁当開発の取り組みについて学生たちの意識
を確認するため、アンケート調査を行なった。 
 
4-2．方法 
4-2-1．調査方法と対象者 
第 1 回開発商品の販売実績報告会の後、開発メンバーの
学生 21 名中欠席者を除く 17 名にアンケート用紙を配布
し、記入時間を設けた後その場で回収した（回答率 81.0%）。 
 
4-2-2．調査内容 
調査項目は商品開発の感想（大変さ、楽しさ）、開発
上大変だったこと・イメージとの差が大きかったこと、
開発商品の購入の有無、リピート購入の有無とその理由、
購入しない理由、弁当売り上げ向上のために必要だと思
うこと、リピート購入したいと思う弁当について、コン
ビニ弁当へのイメージの変化、コンビニ利用意識の変化
についてとした。 
 
4-3．結果および考察 
商品開発の感想について図 5 に示した。大変さについて
「どちらでもない」が 13 人（76.5%）、「大変だった」
が 3 人（17.6％）、「簡単だった」はいなかった。献立の
提案、試作、試作会参加、報告会参加については基本的
に全員が行なったが、あまり負担とならず適度な作業量
であったと考えられる。店頭 PR やラジオ出演については
採用献立の提案者をはじめとする一部の学生に負担が集
中し、大変だったと感じた学生もいたと推察される。 
楽しさについてはほとんどの学生が「楽しかった」と回
答しており、自分たちが作ったものがお店で販売された
という喜びやめったにできない経験による充実感を得た
ようであった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 5．商品開発についての感想 
 
開発をする上で「大変だった」「イメージとの差が大き
かった」ことについて複数回答で答えてもらったところ
（図 6）、「味」が最も多く 76.5％、ついで「価格」70.6％、
「食材の産地」58.8％であった。味については自分たちの
試作品との違いや塩味について学生の要望レベルまで下
がらなかったことが原因であると推察された。喫食者ア
ンケートでも「味が濃い」という回答や塩辛いと感じる
料理が複数挙がっており、学生は理想の味付けの商品化
の難しさを感じていたようであった。 
 
図 6．開発上大変またはイメージとの差が大きかったこと 
 
価格については、チキン弁当 498 円、おにぎり（鶏ごぼ
う竹の子ごはん）135 円、（雑穀鮭ごはん）110 円という
設定は「高い」と感じる学生が多いようであった。試作
会の際にもっと価格をさげてほしいという要望も挙げら
れたが叶わず、イメージ通りにいかないことを非常に感
じたようであった。 
食材の産地については、岩手らしい食材ということで献
立に取り入れた「雑穀」「鮭」「鶏肉」などの食材が原
価等様々な理由で県内品を用いることがでず、商品開発
の大変さを感じたようであった。 
自分たちの開発した商品の購入の有無について図 7、購
入した商品について表 4 に示した。 
 
図 7．開発商品の購入の有無 
 
表 4．購入した商品 
人数 ％
チキン弁当 㻢 㻠㻜㻚㻜㻑
雑穀鮭ごはん 㻝㻟 㻤㻢㻚㻣㻑
鶏ごぼう竹の子ごはん 㻝㻜 㻢㻢㻚㻣㻑  
 
88.2％の開発メンバーがお店で自分たちが開発した商
品を購入しており、購入した商品として最も多かったの
はおにぎり（雑穀鮭ごはん）86.7％であった。雑穀鮭ごは
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んはおにぎりの具材として人気が最も高い鮭を使用して
いる上、110 円という価格が学生にとって購入しやすかっ
たと考えられる。 
開発商品を購入した 15 名のうち複数回購入（リピート
購入）したのは 6 名（40％）であった。その理由を複数
回答でたずねたところ「おいしいから」（5 名）「どうせ
買うなら自分たちが開発したものがよいから」「愛着が
あるから」（各 4 名）という意見が多かったが、「売り
上げを伸ばしたいから」「義務感」（各 1 名）という回
答者もいた。 
 開発商品を購入しなかった 2 名とリピート購入をしな
かった 9 名にその理由を複数回答でたずねたところ、「コ
ンビニを利用しないから」（4 名）が最も多かったが、「飽
きる（飽きた）から」「価格が高いから」「試作の段階
で食べたから」「他の商品も購入したいから」との回答
があり、定番商品のようにリピート購入したいと思う商
品とまではいかなかったようである。 
 弁当をもっと買ってもらうために必要だと思うことに
ついて選択肢から複数回答してもらった。その結果を図 8
に示した。 
 
図 8．弁当をもっと買ってもらうために必要だと思うこと 
 
82.4％が「価格を下げる」必要があると回答し、ついで
「季節感をもっと出す」（64.7％）、「色どりをよくする」
（52.9％）で、「主食を増やす」「主食を減らす」「主菜
を減らす」「野菜を減らす」「価格を上げる」と回答し
たものはいなかった。 
 
図 9．自分がリピート購入する弁当 
また、どのような弁当であればリピート購入するかを自
由記述で回答してもらったところ、「安価であること」
または「手ごろな価格であること」と記入したものが
58.8％と圧倒的に多かった（図 9）。また「野菜の多いも
の」「ヘルシーなもの」「油っぽくないもの」「栄養の
ことを考えたもの」など、健康志向が感じられる回答も
多くみられた。弁当の季節感については、もっと買って
もらうために必要と考えながらも自身の購入ではあまり
重視していないことが窺えた。 
 
 最後に、共同開発の前後でのコンビニの商品と店舗利
用の変化について回答を得た。商品作りを通したコンビ
ニ商品（弁当やおにぎりなど）に対するのイメージの変
化について図 10 に示した。また、店舗利用頻度の変化に
ついて図 11 に示した。 
 
 
図 10．コンビニ弁当等へのイメージの変化 
 
図 11．コンビニの利用頻度の変化 
 
 コンビニの利用頻度にあまり変化は見られなかったが、
76.5％の学生が商品開発を通してコンビニ弁当のイメー
ジが良くなったと回答し、イメージが悪くなったと回答
したものはいなかった。 
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4．商品開発アンケート 
4-1．目的 
コンビニ弁当開発の取り組みについて学生たちの意識
を確認するため、アンケート調査を行なった。 
 
4-2．方法 
4-2-1．調査方法と対象者 
第 1 回開発商品の販売実績報告会の後、開発メンバーの
学生 21 名中欠席者を除く 17 名にアンケート用紙を配布
し、記入時間を設けた後その場で回収した（回答率 81.0%）。 
 
4-2-2．調査内容 
調査項目は商品開発の感想（大変さ、楽しさ）、開発
上大変だったこと・イメージとの差が大きかったこと、
開発商品の購入の有無、リピート購入の有無とその理由、
購入しない理由、弁当売り上げ向上のために必要だと思
うこと、リピート購入したいと思う弁当について、コン
ビニ弁当へのイメージの変化、コンビニ利用意識の変化
についてとした。 
 
4-3．結果および考察 
商品開発の感想について図 5 に示した。大変さについて
「どちらでもない」が 13 人（76.5%）、「大変だった」
が 3 人（17.6％）、「簡単だった」はいなかった。献立の
提案、試作、試作会参加、報告会参加については基本的
に全員が行なったが、あまり負担とならず適度な作業量
であったと考えられる。店頭 PR やラジオ出演については
採用献立の提案者をはじめとする一部の学生に負担が集
中し、大変だったと感じた学生もいたと推察される。 
楽しさについてはほとんどの学生が「楽しかった」と回
答しており、自分たちが作ったものがお店で販売された
という喜びやめったにできない経験による充実感を得た
ようであった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 5．商品開発についての感想 
 
開発をする上で「大変だった」「イメージとの差が大き
かった」ことについて複数回答で答えてもらったところ
（図 6）、「味」が最も多く 76.5％、ついで「価格」70.6％、
「食材の産地」58.8％であった。味については自分たちの
試作品との違いや塩味について学生の要望レベルまで下
がらなかったことが原因であると推察された。喫食者ア
ンケートでも「味が濃い」という回答や塩辛いと感じる
料理が複数挙がっており、学生は理想の味付けの商品化
の難しさを感じていたようであった。 
 
図 6．開発上大変またはイメージとの差が大きかったこと 
 
価格については、チキン弁当 498 円、おにぎり（鶏ごぼ
う竹の子ごはん）135 円、（雑穀鮭ごはん）110 円という
設定は「高い」と感じる学生が多いようであった。試作
会の際にもっと価格をさげてほしいという要望も挙げら
れたが叶わず、イメージ通りにいかないことを非常に感
じたようであった。 
食材の産地については、岩手らしい食材ということで献
立に取り入れた「雑穀」「鮭」「鶏肉」などの食材が原
価等様々な理由で県内品を用いることがでず、商品開発
の大変さを感じたようであった。 
自分たちの開発した商品の購入の有無について図 7、購
入した商品について表 4 に示した。 
 
図 7．開発商品の購入の有無 
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5．まとめと成果 
サークル K サンクスとの共同商品開発（以下、お弁当
プロジェクト）には 21 名の卒業年次学生が参加し、約 3
ヶ月間の間に献立提案、試作、試食、販売、結果報告と
いう流れの取り組みを 3 回行なった。学生によって作業
の負担の偏りは多少あったものの、参加者全員が献立提
案に関わり、この取り組みを楽しむことができた。 
学生は商品作りを通して、様々な制約があることや思い
通りに行かないことがあることを知り、その中で工夫を
重ねて 1 つの商品を作り上げていくということを経験す
ることができた。 
衛生面等から使用食材に制限があること、価格や取引相
手との関係等から食材の産地や切り方等にまで制限がか
かることを知った。また、コンビニ弁当に対してほとん
ど知見のない学生と経験豊富でノウハウのある開発担当
者との間で、味付けや加熱の加減、大きさや量などの感
覚にずれがあり、なかなか学生の思い通りに行かないこ
とも多かった。特に価格についてはアンケート結果から
もわかるように、最も気にかかる点のようであった。 
普段の実習等で食材料費については計算する機会があ
るものの、包装容器代、人件費、水光熱費、営業利益等
を考える機会がほとんどない学生にとって、食材料費を
50％以下（20～30％）に抑えた食品は「非常に高いもの」
と考えられ、開発者としての立場からも消費者としての
立場からも納得するのが難しかったようであった。 
社会に出て多くの学生が栄養士として働くことになる
が、給食の経営管理をする上で食品と価格とは切ること
のできない関係であり、原価以外のことも考えなくては
いけない状況を学生のうちに知ることができたのは、と
ても良い経験になったと考えられる。 
また、自らアイディアや意見を出し、相手からのレスポ
ンスに対してさらに自分の意見を述べるという行動は、
これから社会に出て働く学生たちにとって必要不可欠な
ことである。今回の取り組みは、普段授業などでも受身
でいることの多い学生にとって、「自らが提案する」「意
見を相手に伝える」という体験を積む良い機会になった。 
文部科学省は「大学における学生生活の充実方策につい
て（報告）」5）において、これからの大学は『学生が社
会との接点を持つ機会を多く与えたり，また，学生の自
主的な活動を支援するなど，各大学がそれぞれの理念や
教育目標を踏まえ，個性化や多様化を進める中で適切に
取り組んでいくことが期待される。』とし、学生が社会
と接点をもつ機会として正課教育だけでなく正課外教育
についても重要視している。開発の段階で企業の開発担
当者と関わり、販売の段階で店舗や消費者と関わること
になった今回のプロジェクトは、社会との接点をもつ機
会の 1 つとなったと考えられる。 
これをもってお弁当プロジェクトの報告を終える。 
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